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１．さいたま市の紹介
人口 123万人
面積 217.49km2



２．さいたま市の交通状況（鉄道）



コミュニテイバス

２．さいたま市の交通状況（バス）



３．エコ通勤推進の背景

１．自動車から公共交通機関等への転換

２．次世代自動車の普及推進（Ｅ－ＫＩＺＵＮＡ
 

Project）
３．エコドライブの推進

自動車からの環境負荷低減の重点施策

→エコ通勤

（出典：さいたま市交通環境プランより）

さいたま市から排出される二酸化炭素量（平成２０年度）

運輸部門の排出量内訳

部門別排出量

運輸部門では
自家用乗用車による
排出が最も多い

自家用
乗用車

（さいたま市地球温暖化対策課データより作成）



４．市役所の率先行動としてのエコ通勤
 

～さいたま市役所の通勤実態・１～

・本庁舎、区役所等の施設内は
原則的に職員用駐車場なし

・クルマ、バイク、自転車は区別
無く、距離に応じて通勤手当
が支給

マイカー通勤率

２５％



夜勤が多い。
駅から遠い。
例外的に職員用駐

 車場を有する。

清掃事務所など。
交通の便が悪い。

 例外的に職員用

 駐車場を有する。

４．市役所の率先行動としてのエコ通勤
 ～さいたま市役所の通勤実態・２～



４．市役所の率先行動としてのエコ通勤

●平成20年度～平成21年度
エコ通勤アンケートの実施（国土交通省支援事業）

対象：本庁舎、各区役所、市立病院、
保健所、水道局庁舎、
各清掃事務所（約4,000名）

CO2排出量
 

25.3％削減
1年間続けたと仮定した場合

396.6ｔ－CO2の削減
(埼玉スタジアム約１２個分の杉の木が吸収する二酸化炭素量）

アンケート実施効果



●平成22年度

Ｗｅｂを活用したエコ通勤研究会へ参加

４．市役所の率先行動としてのエコ通勤

継続的なエコ通勤実践のためのツール
「エコ通勤支援サイト」の開発

さいたま市職員約100名をモニターとして
平成23年1月末～3月末に実施

【研究会構成】座長：筑波大学谷口教授、会員：

 

国土交通省関東運輸局、小田原市、さいたま市

ツール開発・事務局：株式会社ライテック

ＷＥＢで毎日の通勤を手軽に入力し、ＣＯ２

 

削減効果など

 
がわかる「エコ通勤支援サイト」
管理者としてサイト参加者全員のＣＯ２

 

削減効果把握
エコドライブ通勤も入力可能

クルマ利用者1人あたり

1.75ｋｇ/月 のＣＯ２

 

削減
85.7kcal/月の消費カロリー増加

サイト実施効果

サイトアクセス率は徐々に低下
継続してアクセスさせるため工夫が必要



●平成22年度
「さいたま市スマート通勤取組方針」を策定
（平成23年4月1日施行）

４．市役所の率先行動としてのエコ通勤

夜勤が多い施設や交通の便が悪い施設ではエコ通勤への参加が難しい

「天気の良い日は自転車で」、「時間に余裕のある日は公共交通機関を利用」など、

 可能な範囲でエコ通勤に参加しつつ、クルマ通勤の場合はエコドライブを徹底。

職員全員が、環境に配慮した通勤の実践に参加！

エコ通勤
（クルマ通勤の抑制）

スマート通勤＋ エコドライブ通勤 ＝

と呼称



●「さいたま市スマート通勤取組方針」の内容

４．市役所の率先行動としてのエコ通勤

・入庁式でのスマート通勤の啓発
・再任用職員説明会でのスマート通勤の啓発
・異動シーズンにおけるスマート通勤の啓発

●新しい職場へ赴任する職員に対するスマート通勤の啓発

●スマート通勤推進月間の設定

●ＺｅｎｃｈｏＡｃｔｉｏｎ30+1（地球温暖化対策の一環として個人が職場で

排出した二酸化炭素量を報告する制度）における、エコ通勤・エコド
ライブ通勤実施の報告

●本庁舎、各区役所、各清掃事務所、市立病院などを
「主要な事業所」位置づけ、各施設に「スマート通勤普及員」を設置

目標（平成24年度末まで）

スマート通勤（エコ通勤＋エコドライブ通勤）実施率１００％
職員のマイカー通勤による二酸化炭素排出量を２５％削減（Ｈ２２比）

入庁式における呼びかけツール



●平成23年8月31日
「エコ通勤優良事業所認証」の取得

１８事業所２３施設が同時取得
（自治体としては全国最大規模）

本庁舎、各区役所、各清掃事務所、市立病院など

率先行動はあくまでスタートライン
今後、さいたま市内の事業者へ

スマート通勤を拡大

４．市役所の率先行動としてのエコ通勤

認証取得による、職員意識のさらなる向上



～今後の取組～

４．市役所の率先行動としてのエコ通勤

新要素が追加されたエコ通勤支援サイト

平成２３年度の無料モニター募集に応募

全マイカー通勤者職員を対象として実施予定

新しくゲーム要素が追加



５．市内事業者へのエコ通勤の推進

出典：「平成21年度広域ブロック自立施策等推進調査

関東圏及びその周辺地域での中小企業等のエネルギー使用効率化施策の発掘及びその推進調査」より

～市内事業者の通勤実態～

自動車

電車・バス

自動車

電車・バス

自動車

電車・バス



５．市内事業者へのエコ通勤の推進
●平成21年度

市内約９０社へ通勤実態調査（回収４１社）

市内8事業者に対してエコ通勤アンケートの実施（回収１，４５８名）

（国土交通省支援事業）

エコ通勤を実施した人の割合 クルマの代わりの交通手段

＊少しでもクルマ通勤をしている６３９人の内、エコ通勤を実施した人の割合

CO2排出量
 

9.5％削減
1年間続けたと仮定した場合

103.4ｔ－CO2の削減
(さいたまスタジアム約３個分の杉の木が吸収する二酸化炭素量）

アンケート実施効果



～今後の取組～

環境コミュニケーション：
事業者が実施している環境対策について、市民や行政との対話を通じて伝えていくことで、すべて

 
の関係者が正確な情報を共有し、それぞれの立場を尊重しながら相互理解を深め、信頼関係の構

 
築を図ることを目的とした取り組み

●環境コミュニケーションを介したスマート通勤の展開

環境コミュニケーションにおいて、近隣住民・事業者へスマート通勤活

 動をPRすることで他の事業者への広がりや発表事業者の取り組み意

 識向上を狙う

５．市内事業者へのエコ通勤の推進

エコ通勤アンケートの実施
エコ通勤優良認証の取得
エコ通勤支援サイトへの参加

●スマート通勤の市内事業者への拡大



６．さいたま市におけるエコ通勤の課題

●エコ通勤は「安全」？

クルマ通勤・・・主に事故の「加害者」になる危険
自転車通勤・・・主に事故の「被害者」になる危険

エコ通勤でも自転車通勤への転換率は高い

さいたま市役所エコ通勤アンケート結果より

さいたま市は平坦な土地柄のため、自転車利用率が高い

政令市交通分担率
（出典：第5回東京都市圏パーソントリップ調査に基づき作成）

エコ通勤の啓発時には、必ず
「合理的な経路及び方法で実施し、交通事故等にあわないよう十分
注意してください」

 
という呼びかけを実施



６．さいたま市におけるエコ通勤の課題

自転車のルール・マナーの啓発と併せたエコ通勤の展開
・・・交通安全部門との連携

●他部門との連携

自転車道・道路整備などと併せたエコ通勤の展開
・・・道路整備部門との連携

市営コミュニティバス・路線バスとの連携
・・・都市交通部門との連携



ご清聴ありがとうございました
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